
中項目 № 小項目（ 個別事業シート ）

ア 中心的な担い手となる農業者の育成 1 認定農業者

2 農業者の組織化

3 農作業支援

イ 新たな担い手の確保 4 新規就農者

5 農業研修センター

6 企業の農業参入

ウ 農業者を支える団体の活動支援 7 農業協同組合

8 青年農業者及び女性農業者の活動支援

ア 優良農地の確保と農地の有効利用 9 優良農地の確保

10 耕作放棄地対策

11 農地流動化対策

イ 農業生産基盤の整備と維持管理 12 農業生産基盤整備

13 湛水防除(農業用排水機場の整備)

14 農地・ 水路等の適切な保全管理

ア 主要農畜産物の生産振興 15 果樹振興（ り んご）

16 果樹振興（ もも ）

17 果樹振興（ ぶどう ）

18 野菜振興

19 花き振興

20 きのこ振興

21 水稲振興

22 地域奨励作物

23 畜産振興（ 牛・ 豚など）

24 めん羊振興（ サフォーク ）

イ 中山間地域の生産振興 25 中山間地域の農地維持

26 中山間地域の生産振興

ウ 安全・ 安心な農産物づく り 27 環境にやさ しい農業の推進

28 農業生産工程管理

エ 災害対策・ 野生鳥獣対策 29 災害対策

令和元年東日本台風災害からの復旧・ 復興

30 野生鳥獣被害防除対策

ア 販路の拡大 31 農業協同組合による販売活動

32 農家の直接販売

33 ジビエの活用

イ 付加価値の向上 34 ６ 次産業化、 農商工連携

35 スマート 農業

36 農福連携

ア 地産地消 37 地産地消の推進

イ 都市と農村の交流 38 農業体験交流

39 小中学生農家民泊誘致

40 市民農園(市民菜園)
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③地域の特性を活かした
生産振興

④農産物の販売力強化と
他産業との連携

⑤農業・ 農村に対する
理解の促進
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①農業の多様な担い手の
確保と育成

②農地の有効利用と
農業生産基盤の整備

長野市農業振興アクションプランの体系について

現行

重点施策 大項目



中項目 № 小項目（ 個別事業シート ）

ア 中心的な担い手となる農業者の育成 1 認定農業者

2 農業者の組織化

3 農作業支援

イ 新たな担い手の確保 4 新規就農者

5 農業研修センター

6 企業の農業参入

ウ 農業者を支える団体の活動支援 7 農業協同組合

8 農業者の任意団体等への活動支援 修正

ア 優良農地の確保と農地の有効利用 9 優良農地の確保

10 耕作放棄地対策

11 農地流動化対策

イ 農業生産基盤の整備と維持管理 12 農業生産基盤整備

13 湛水防除(農業用排水機場の整備)

14 農地・ 水路等の適切な保全管理

ア 主要農畜産物の生産振興 15 果樹振興（ りんご・ もも・ ぶどう ） 統合

16 果樹振興（ ヘーゼルナッ ツ） 新規

17 野菜振興

18 花き振興

19 きのこ振興

20 水稲振興

21 地域奨励作物

22 畜産振興（ 牛・ 豚など）

23 めん羊振興（ サフォーク ）

イ 中山間地域の生産振興 24 中山間地域の農地維持

25 中山間地域の生産振興

ウ 安全・ 安心な農産物づく り 26 環境にやさ しい農業の推進 統合

エ 災害対策・ 野生鳥獣対策 27 災害対策 統合

28 野生鳥獣被害防除対策

29 ジビエの活用 大中項目の移動

ア 販路の拡大 30 農業協同組合による販売活動

31 売れる農業の推進 修正

イ 付加価値の向上 32 ６ 次産業化、 農商工連携

33 スマート 農業

34 農福連携

ア 地産地消 35 地産地消の推進

36 地域食文化の伝承 新規

イ 都市と農村の交流 37 農業体験交流

38 小中学生農家民泊誘致

39 市民農園(市民菜園)

①農業の多様な担い手の
確保と育成

②農地の有効利用と
農業生産基盤の整備
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③地域の特性を活かした
生産振興

④農産物の販売力強化と
他産業との連携

⑤農業・ 農村に対する
理解の促進

第三期アクションプラン

重点施策 大項目
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